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例　言

1本書は渡辺一男による集合住宅建築

事業に伴う枇杷坂遺跡群上直路遺跡Ⅲ

の発掘調査報告書である。

2　事業主体者　佐久市岩村田857－1

渡辺　一男

3　調査主体者　佐久市中込3056

佐久市教育委員会

教育長　三石　昌彦

4　遺跡名及び発掘調査所在地

枇杷坂遺跡群　上直路遺跡Ⅲ（IBKⅢ）

佐久市岩村田字上直路1086－1、1086－3

5　調査担当・編集・執筆　　上原　学

6　本書及び出土遣物は、佐久市教育委

員会の責任下に保管されている。

凡　例

1　遺構の略称は以下の通りである。

H一竪穴住居址　M－溝跡　D一土坑

2　スクリーントーンは以下の通りである．

遺構

地山断面撥掘方
遺物

赤色塗彩・ 黒色処理

1挿図の縮尺は以下の通りである。

遺構　竪穴住居址・土坑1／80　溝跡1／100

遺物　土器1／4

2　遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

3　遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸

高を標高とした。

4　調査グリッドは4×4mである。
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第I章
1．立地と経過
枇杷坂遺跡群上直路遺跡Ⅲは佐久市岩村田市

街地北西の浅間山の麓から放射状に延びる田切

り地形の台地南端付近に位置し、現況は南西に

向かって緩やかに傾斜する。標高は716m内外を
ま則る。

周辺地域には多くの遺跡が所在し、弥生時代

から平安時代を主とする遺構が多数発見されて

いる。代表的な調査としては、対象地西側にて

弥生時代後期の住居址2軒、古墳時代の住居址3

軒を調査した上直路遺跡をあげることができる。

このうち弥生時代の住居内には、住居廃絶時に

埋葬されたと思われる屋内埋葬墓が存在し、両

腕に併せて14点以上の帯状円環形銅釧をはめた

人骨が発見され注目された。これまで佐久市内

の調査によって、弥生時代の青銅又は鉄製釧を

出土した遺跡は銅釧が上直路遺跡1号住居址屋

発掘調査の経緯

内埋葬墓、五里田遺跡2号円形周溝墓、北一本柳

遺跡1号住居址・1号土坑墓、円正坊遺跡V1号住

居址、清水田遺跡Ⅱ2号住居址、鉄釧が上直路遺

跡2号住居址、五里田遺跡5号住居址、後家山遺

跡1号木棺墓など数多く認められる。このことか

ら、佐久地域において金属製釧は身分を示す上，Ⅰ’r

で重要な装身具の一つであった可能性も考えら

れる。

今回、集合住宅建築事業が行われることとな；云

り、遺構の有無を確認するため試掘調査を実施き：

した。結果、住居址5軒・溝跡・土坑が認められ

たことから、事業主体者と協議を重ね、遺構のト：′こ．・

記録保存を目的とした発掘調査を佐久市教育委漂
員会が主体となり実施する運びとなった。　　良二

2．調査体制
調査受託者　佐久市教育委員会　教育長

事　務　局　社会教育部長

文化財課長

文化財保護係長

文化財調査係長

文化財保護係
文化財調査係
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3．遺構と遺物の詳細
遺　　構　　竪穴住居址　5軒（弥生時代後期2軒　古墳時代後期3軒）　溝跡1条（古墳時代以降）

土坑1基

遺　　物　　弥生土器（賓・壷・鉢・高坪・甑）　土師器（杯・聾・壷・甑・高杯・鉢・すり敲き石）

4．基本層序
佐久市北部の台地上は、現在の浅間山が形成される以前2，800mを超える

火山であった黒斑火山が山体を吹き飛ばす大噴火の後、現在の浅間山の中心

を成す前掛山に成長する際、降下火山灰及び軽石流が大きく2度に渡り堆積

した。（下層から佐久市北部地域の第一軽石流・Pl、佐久市北端地域の第

二軽石流・P2）その厚さは地域によって20mを超え、この堆積した黄褐色

土を表土である黒褐色土が覆っている。調査対象地は果樹園として利用され

ていた地域で、遺構確認面までの層厚は30cm内外と薄い。層序は上層から層

厚30cm内外の表土、遺構確認面である黄褐色のローム土である。

第Ⅱ章　遺構と遺物

H1号住居址

H1号住居址実測図（1）
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基本層序模式図
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1．暗褐色土（10YR3月）炭化物、軽石、ローム粒含む。

2．黒褐色土（10YR3／2）炭化物やや多い。ローム粒含む。

3．暗褐色土　（10YRj〟）砂質、ローム多い。

4．暗褐色士（7．5YRj／3）ローム粒、軽石少量。

5．鈍い褐色土（7．5YR5／3）　ローム主体。

6．鈍い褐色土（7．5YR5／4）　ローム主体。

7．黒褐色土　（10YR2／3）　ローム粒少量。

8．褐色士　（7．5YR4／3）ローム多い。軽石含む。

9．黒褐色土　（10YR2β）　ロームの混合土。

10．暗赤褐色土（5YRj叫）　ローム粒、軽石小含む。

11．暗褐色土（10YR3／3）トムブロック粒子、軽石含む。

12．暗褐色士　（10YR3／3）ローム粒、軽石含む。

13．暗褐色土　（10YR3／4）　ローム多い。軽石含む。

14．黒褐色土　（10YR2／2）粒子密。炭化物。

15．極暗褐色土（7．5YR2／3）ローム、軽石。

16．褐色土　（7，5YR4／6）硬質。（飽方）

H1号住居址炉跡実測図

遺構は対象地の北東隅に位置し、

北側4分の1弱は調査区域外となる。

平面形態は長方形と思われる。規模

は東西5．8m、南北は確認規模の最大

で7．4m、確認面から床面までの深さ

は中央部で5cm、壁際で35cm内外を測

る。覆土は単層で暗褐色土が埋め込

まれていた。床面は堅く土間状を呈

し、中央付近がやや高く、壁際に向

かって緩やかに傾斜する。西壁際か

ら南壁の一部まで幅18cm、深さ10cm

程度の周溝が巡らされていた。ピッ

トは床面上から12個認められ、Pl

～P4は主柱穴で

平面形は楕円形で

ある。南壁際中央付

近のP5・6も形状

は楕円形を呈し、

位置的に入口と思

われる。P6の東

に接するP7は小

型だが貯蔵穴であ

る可能性が考えら

れる。

H1号住居址遺物実測図（1）
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炉は北側の主柱穴であるP2・3聞及びP4南西脇の2箇所に位置し、ともに壷底部周辺を埋設する。南西隅に

位置する炉は小型の簡易的な炉であるが用途は不明である。掘方は10～15cmの厚みで褐色土が埋め込まれ、

上面は硬化している。床下から性格不明の小ピット6個を確認した。

遺物は弥生土器の壌・壷・

鉢・高坪・甑・すり敲き石が

出土し、特に東壁際、南東壁

際から出土した土器は良好な

状態を保っていた。また、土

器が集中した南東壁際では嚢

の胴部から下部を欠損した口

縁周辺部を器台として利用し

ていた状況が確認できた。

本住居址は、住居址及びピ

ットの形状、主柱穴間に位置

する炉、出土遺物の特徴から

弥生時代後期箱清水期とした

い。

H1号住居址遣物実測図（2）

、恕匡宝プ．6

番 号 糖　 種 器　 形 口 径 c m 底 径 c m 鰭 高 c m 調　　 整 ・ 文　　 様 残 存 率 ・部 位 鎗　　 考

1 弥 生 土 器 褒 2 3 ．4 9 3 4 ．8
外 面 胴 部 櫛 枯 波 状 文 6 ～ 1 4 本 組 、 頚 部 榔 描 潔 状 文 1 4 本 紙 3 速 止 6 ヶ 凧

9 5
胴 部 下 部 戯 方 向 ミ ガ キ　 内 面 口 縁 権 ミ ガ キ 、 胴 部 絨 ミ ガ キ 部 分 的 に 盈 色

2 弥 生 土 器 頚 ［2 5 ．1 】 乱 7 3 5 ．1

外 面 胴 部 上 半 櫛 描 波 状 文 3 ～ 1 2 本 組 、 頚 部 櫛 描 庭 状 文 1 2 木 組 2 避 止 1 1 ケ 凧
9 5

胴 部 中 央 薄 い 櫛 描 斜 線 文 7 ～ 1 0 本 組 、 胴 部 下 部 縦 ミ ガ キ　 内 面 傾 ミ ガ キ 部 分 的 に 見 色

3 弥 生 土 器 竣 2 1 ．8 7 ．7 3 0 ．9

外 面 胴 部 上 半 榔 描 横 羽 条 文 9 本 組 、 胴 部 下 部 縦 ミ ガ キ
9 0

内 面 換 ミ ガ キ 吉区分 的 に 黒 色

4 弥 生 土 器 t 2 4 ．6 臥 6 3 0 ．4
外 面 櫛 描 波 状 文 1 0 ～ 1 2 本 組 、 頚 部 榔 描 節 状 文 1 0 本 組 4 i型 止 5 ケ 凧

胴 部 下 部 縦 ミ ガ キ　　 内 面 機 ミ ガ キ
9 5 外 面 5 Y R 6 ／6 橙 色　 部 分 的 に 黒 色

5 弥 生 土 怨 褒 1 7 ．6 6 ．2 1 9 ．7

外 面 上 半 榔 描 波 状 文 3 ～ 6 本 組 、 胴 部 下 郡 楕 ミ ガ キ 、 ロ 鹿 部 押 捺 文

内 面 横 ミ ガ キ
8 0 外 面 7 ．5 Y R 6 ／3 鈍 い 抱 色

6 弥 生 土 轟 褒 1 2 ．7 5 ．2 1 2 ．1 外 頗 上 半 櫛 描 波 状 文 1 1 本 組 、 胴 部 下 部 縦 ミ ガ キ　 内 面 磯 ミ ガ キ 5 0
一 部 盟 色

7 弥 生 土 謡 窺 2 4 ．1
－ －

外 面 櫛 描 波 状 文 、 効 部 榔 描 膜 状 文 1 2 本 組 2 速 止 、 内 面 桝 ミ ガ キ 頸 郡 上 1 0 0

8 弥 生 土 器 褒 2 0 ．6 －

外 面 榔 摘 波 状 文 6 ～ 1 0 本 組 、 頭 部 榔 縞 簾 状 文 1 0 木 組 3 連 止 4 ヶ 所

内 面 横 ミ ガ キ
胴 上 半 ～ 口 級

9 弥 生 土 器 窺 2 1 ．6
ー

外 面 機 描 波 状 文 1 0 ～ 1 2 本 組 、 内 面 横 ミ ガ キ 頚 部 上 9 8

1 0 弥 生 土 器 褒 2 1 ，1 －
外 面 櫛 描 波 状 文 、 頚 部 櫛 描 簾 状 文 、 内 面 ハ ケ ナ チ 頚 部 上 9 8 外 面 7 ．5 Y R 5 ／2 灰 抱 色

1 1 弥 生 土 器 壷
－

1 4 ．2 外 面 縦 ミ ガ キ　　 内 面 絨 パ ケ ナ チ 底 部 ～ 胴 下 半

1 2 弥 生 土 器 壷
－

8 ．2 － 外 面 削 り 底 部 ～ 胴 下 半 外 面 5 Y R 6 ／6 橙 色

1 3 弥 生 土 詐 褒 － 1 4 ．1 外 面 パ ケ 目 底 部 ～ 胴 下 半

1 4 弥 生 土 器 高 坪
－

内 外 面 赤 色 塗 彩 ・ ミ カ キ 杯 部 内 外 画 赤 色

1 5 弥 生 土 器 鉢 1 6 ．1 4 ．7 7 ．8 内 外 面 赤 色 染 彩 ・ ミ ガ キ 6 0 内 外 面 赤 色

1 6 弥 生 土 署岸 甑 7 ．5 底 部 穿 孔 （径 1 4 m m ）　 外 面 削 り　　 内 面 ナ デ 底 部

H1号住居址遺物観察表
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H2号住居址

遺構は対象地北東に位置し、北側は調査区域外となる。平面形態は隅丸の長方形と思われる。規模は東西

7．2m、南北は確認規模で6．5m、確認面から床面までの深さは最深で20cmを測る。覆土は2層確認でき、壁際

から流れ込んだ状況が認められることから自然堆積の可能性が伺える。床面はH1号住居址ほどではないが、

やや硬質平坦で西壁際のみ周溝が存在した。ピットは床面上から12個認められ、Pl～P4は主柱穴、P5・6

は入口に関すると思われ　ピット間に溝状の掘り込みを有する。形状は楕円形である。P6の東脇にはHl同

様小規模で円形のピットが存在する。またPl・4の北側に近接して、主柱穴以上の規模を持つ楕円形のピッ

トが存在するが、用途は不明である。炉はP4の西に土器片を埋設した小型のものが認められたが北側ピット

間には存在しなかった。北側隣接地の試掘調査によって、本住居址の北側部と思われる掘り込みが区域外3．5

mの付近まで確認されていることから、住居址の南北長は実際10m以上を測る住居で、炉はP2・3間のや

や北側の調査区域外に存在

すると予測される。掘方は

5cm内外と薄く、全体にや

や堅さを持つ。遺物は弥生

土器の嚢・壷・鉢・高坪が

出土し、南東隅周辺から比

較的形状の残る遺物が出土

している。

本住居址は、住居址の特

徴がHlに類似すること及

び出土遣物から弥生時代後

期箱清水期としたい。

q　　　16　　　　　　　7　　　16

柱　　　　16　　　　　　　7　　　16

H’I
＿　＿1514　⊥’

D’

E’　F F’　G G’

∴‾l

H2号住居址実測図
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1．黒褐色土

2．暗褐色土

3．黒褐色土

4．暗褐色士

5．暗褐色士

6．暗褐色士

7．褐色土

（10YR2／3）

（10YRjβ）

（10YR2／3）

（10YR3／4）

（10YRjβ）

（10YR3／4）

（10YR4！6）

ローム粒、軽石、炭化物。

ローム粒、軽石、炭化物。

ローム粒、軽石。

ロームブロック多い。

ローム少量。軽石。

ローム多い。軽石。

ローム主体。黒褐色土少量含む。

8・黒褐色土（10YR2／2）ローム粒、軽石。

9．黒褐色土　（10YR2／3）

ロームと黒色土の混合土。

10．黒褐色土　（10YR2／3）

ローム、軽石、黒色土多い。

11．褐色土　（10YR4／6）ローム主体。

12．黒褐色土（10YR訂3）ローム粒少量。

13・褐色士　（10YR4／6）ローム主体。黒色土含む。

14．黒褐色土（10YR2／2）炭化物、ローム粒。

15．暗褐色土　（10YR3月）

ローム粒やや多い。軽石含む。

16．褐色土　　（10YR4ノ4）

ローム多い。しまりややあり。（掘方）



H2号住居址遣物実測図

番 号 摩　 棲 器　 形 口 径 cm 底 径 cm 器 高 c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

l 弥 生 土 器 壌 ［14 ．3］ 6．2 1 5
外 面 胴 部 上 半榔 描 波 状 文 5本 軋　 胴 部下 半 縦 ミガ キ

内 面 横 ミ ガ キ
60

2 弥 生 土 器 壌 18 ．9 一 内 面 械 ミ ガ キ
胴 部 上 半 ～ 口 録

3 弥 生 土 器 頭 16 ．2

外 面 胴 郡 上 半櫛 描 横 羽 状 文 7本 組、 頚 部 櫛 描 礁 状 文 8本 紐 3連 止

胴 部 下 郡縦 ミ ガキ　　 内 面 H 録 横 ミガ キ 、 胴 部縦 パ ケ 目
胴 部 ～ 日 録

4 弥 生 土 器 褒 ［15 ．6］
ー

外 面 櫛描 波 状 文 10 本 組　 胴 下 郡 紹 ミ ガ キ　　 内 面 横 ミガ キ 胴 部 ～ 白線 破 片

5 弥 生 土 語 壷 【2 6 ．2］ －
外 面 ロ簸 内 面 赤 色 塗 彩 ・ミ カキ　 頚 部 櫛描 横廟 文 6 本 組4 段 ・垂 下文 6 本組 頭 部 ～ 日 録

6 弥 生 土 滑 褒 【81 外 面 胴部 ＿ヒ半櫛 澗 波 状 文 9本 組 、胴 部 下 半 縦 ミ ガ キ　　 内 面 碗 ミガ キ 底 部 ～ 胴 的

7 弥 生 土 器 竣 － 7．3 外 面 斜 め ミ ガキ　　 内 面 横斜 め パ ケ ナ デ 底 部 ～ 胴 部

8 弥 生 土 器 鉢 13．6 5．2 6 ．9 外 面織 ミ ガキ 痕 跡 ・摩 耗 激 しい　　 内 面横 ミ ガキ 100

9 弥 生 土 器 鉢 15．1 5．1 8 ．5 9 0

1 0 弥 生 土 光 鉢 17．1 5．2 8 5 0

1 1 弥 生 土 ね 高 杯 ［3 日 師 部 破 片

H2号住居址遺物観察表

H3号住居址

遺構は対象地東端に位置する。平面形態は方形で南壁中央に張り出し部を持つ。規模は東西4．1m、南北

4．0m、張り出し部を含め4．8m、確認面から床面までの深さは30cm内外を測る。覆土は北壁側から流れ込ん

だ状況が認められることから自然堆積の可能性が伺える。床面は硬質で壁際には周溝が存在する。ピットは

壁際に小ピット1個が掘り込まれていたはか、床下からも確認できなかった。カマドは東壁の南端に位置し、

火床に焼土・灰・炭化物が堆積していた。袖が住居内に張り出さず壁外に火床が設置された形態と思われる。

掘方は中央が高く周囲の低くなったドーナツ状に掘り込まれていた。遺物は土師器の杯・賓・鉢・高坪脚部

欠損後転用坪？が出土した。本住居址は出土遣物の特徴から古墳時代後期、7世紀としたい。

ー　6



1．暗褐色土（10YR3／4）ローム多く、軽石含む。

2．黒褐色土　（10YR2／2）軽石、ローム粒少量。炭化物含む。

3．暗褐色土　（10YR3／4）ローム多く、軽石、炭化物含む。

4．黒褐色士　（10YR2／3）　ローム、軽石少量。

5．暗褐色±　（10YR3！3）ローム軽石やや多い。炭化物、粘度粒、含む。

6．鈍い黄褐色土（10YR4／3）しまりなし。

7．暗褐色±　（7．5YR3掲）　焼士少量。

8．時赤褐色土（5YR3／6）焼土、灰、粘土含む。

二∴

C

D D’
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至宗
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あ　。
9．黒褐色土　（10YR2／2）灰層。

10・褐灰色土（10YR4／1）粘土層。カマド袖。

11・黄褐色土（10YR5／8）地山。ローム作り出し。カマド袖。

12・暗赤褐色士（5YR3／4）　焼土、灰、炭化物。

13・暗赤褐色土（5YRjβ）　焼士、炭化物少量。

14・暗褐色土（10YR3／3）ローム、軽石多い。焼士粒少量。

15・黒褐色土（10YR2月）ローム、軽石多い。焼土粒子少量。

16．褐灰色土　（10YR4／1）　粘土塊

17・暗褐色土（10YRヨ／3）黒色と褐色の混合土。

18・鈍い黄褐色土（10YR4／3）ローム多く、黒褐色土含む。

19．黄褐色土（10YR5／6）ローム層。

20・黒褐色士（10YR2佗）ローム少量。

H3号住居址実測図

H3号住居址遺物実測図

－　7
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番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 底 径 cm 器 高 c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ▼部 位 備　　 考

1 土 師 詳 弥 ［14 ．4］ 丸 底 5．3 R 緑 條 ナ チ　 外 面 へ ラ 削 り　 内面 へ ラナ チ 50

2 土 師 醸 坪 13 ．6 丸 底 5．5 ロ 練 成 ナ チ　 外 面 へ ラ 削 り ・ナデ　 内 面 へ ラ ナ チ ・ミ ガキ 70

3 土 師 器 杯 ［13 ．3］ 丸 底 3 ．9 R 級 有段 ・機 ナ チ　 外 面 へ ラ 削 り　 内 面 パ ケ ナ チ 30

4 土 師 清 高 坪 ？ ［1 1．3］ 4．7 3 ．4 ロ 辺 機 ナ ヂ　 内 外 面 ナ チ　 底 部 へ ラ 削 り　 内 面 赤 色虹 料 付 着　 芯 坪 転用 ？ 6 0 外 面思 色

5 土 師 舘 鉢 16 ．8 L 6潮 1 2 4 5

6 土 師 舘 鉢 ［1 1．5］ 丸 底 1 1．5 外 面 へ ラ 削 り ・ナ デ ・ミ ガキ　 ロ樋 機 ナ チ　 内 面見 色 処 理 ・ ミガ キ 5 0

7 土 師 結 褒 12 ．4 7．6 1 4．2 R 嫁横 ナ チ　 外 面 へ ラ 削 り ・ナ デ　 内 面 へ ラ ナ チ　 底 部 へ ラ 削 り 9 0

8 土 師 器 褒 ［16］ 5．8 2 1．2 R 緑槻 ナ チ　 外 面 縦 へ ラ 削 り　 内 面 へ ラ ナ チ 7 5

9 土 師 搾 喪 20 ．1 －
ロ 緑塙 ナ デ　 外 面 縦 へ ラ削 り　 内 面 へ ラ ナ チ　 ぬ和 み 痕 8 0

1 0 土 師 器 鉢 5．9 － 外 面 へ ラ削 り　 内 面 へ ラナ チ 底 部 ～ 胴 部

H3号住居址遺物観察表
H4号住居址

遺構は対象地中央付近に位置し、Mlに切られ、Dlを切る。平面形態は方形で、南壁中央に方形の張り出

し部を持つ。規模は東西4．6m、南北5．0m、張り出し部を含め6．0m、確認面から床面までの深さは30cnl内外

を測る。覆土は黒褐色・暗褐色土が壁際から流れ込んだ状況で交互に堆積していることから、自然堆積であ

14　　　　　　　　　A’

‾一二＿＿了
716，300m

（1．80） 2m

H4号住居址実測図
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1．黒褐色土　（10YR2／3）　ローム粒、軽石少量。

2．暗褐色土　（10YR3／3）　ローム粒やや多い。

3．黒褐色土　（10YR2月）

4．暗褐色土　（7．5YR3／4）

5．暗褐色土　（10YR3／4）

6．暗褐色土　（10YRヨ佗）

7．黒褐色土　（10YR2月）

8．黒褐色土　（10YR23）

9．黒褐色土　（10YR2／ヨ）

10．暗褐色土　（10YR3／4）

11．黒褐色土　（10YR3／2）

12．黒褐色土　（10YR2／3）

13．黒褐色土　（10YR訂2）

14．暗褐色土　（10YR3／3）

ローム粒、軽石やや多い。

焼土、炭化物含む。

ロームやや多い。軽石含む。

ローム粒、軽石やや多い。

ローム粒、軽石。しまりなし。

ローム粒、軽石、炭化物。

しまりややあり。

ローム粒、軽石少量。しまりあり。

ローム多い。

ローム、焼土粒少量。

軽石多い。

軽石多い。

黒色、褐色の混合土。軽石多い。

しまりあり。

15．褐色土　　（10YR4ノ4）　ワーム主体。

16．暗褐色土　（10YR3／4）　ローム、褐色、黒色の混合土。

17．黄褐色土　（10YR5／6）　ローム主体。褐色土含む。

18．鈍い真栂　（10YR5〟）　ローム主体。褐色土含む。

19．黒褐色土　（10YR2／2）　ローム、軽石含む。

20．暗褐色土　（10YR3乃）　ローム、軽石少量。



る可能性が伺える。床面は硬質で土間状を呈し、張り出し部を含めた壁際に周溝が存在する。ピットは床面

上から10個確認でき、Pl～P4が主柱穴である。張り出し部分に

は長方形の土坑が掘り込まれ、ほぼ完形の長胴賓が横たわっていた。

胴部表面には、ミガキ状の文様が認められる。何かを表現したもの

であろうか。カマドは北壁中央に構築されており、袖及び焚き口部

の天井石及び支脚石が残存していた。掘方は中央を高く残し、周り

を深く掘り込んだドーナツ状を呈し、ローム・腐植土が混じり合っ

た暗褐色土・褐色土が埋め込まれていた。遺物は土師器が中心で、

坪・聾・壷・高坪、混入として縄文土器片が1片出土した。古墳時

代後期、6世紀としたい。

H4号住居址遺物実測図

番 号 器　 棲 器　 形 口 径 c m 底 径 cm 滑 高 c lll 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 土 師 器 坪 ［14．2 ］ 丸 底
－

R 緑概 ナチ　 外 面 へ ラ 削 り　 内 面 ナ デ 摩 耗 激 し い 底 部 ～ H 緑 破 片 外面 7．5Y R 6 ／4鈍 い 橙 色

2 土 師 滑 杯 ［1 8．6 ］ 丸 底 り　 内 面 ナ デ 盈 色 処 理 底 部 ～ 口 練 破 片 外 面 7．5Y R 6 ／4鈍 い 憺 色 ・黒 色

3 土 師 詑 褒 1 6．8 6 ．6 3 6 ．6
H 校横 ナ ≠ 外 面 縦 へ う 削 り ・ミ ガキ 状 の 文 綴 内 面 パ ケ ナ デ 輪 械 み痕

搬 入土 器 か
9 5 外 面 7．5Y R 5 ／3に ぷ い袖 色 ・銀 褐 色 他

4 土 師 器 窺 19 ．5 6 ．9 3 3 ．8 ロ線 播 ナ ヂ　 外 面 へ ラ削 り　 内 面 へ ラ ナ チ　 底 部 へ ラ削 り 8 5 外 面 5Y R 5 ／6明 赤 褐 色 ・餓 褐 色 他

5 土 師 器 壷 ［14 ．3］
－ 胴 下 半 ～ 目 線 破 片

6 土 師 器 壷 ［16 ．4］
－ －

ロ扱 横 ナ ヂ　 外 面削 り ・ナ チ　 内 面 へ ラナ デ 胴 部 ～ 口 線 破 片 外 面 2．5Y R 5／6明 赤 褐色

7 土 師 舘 壷 ［16 ，8】 rl縁 綴 ナ チ　 外 面へ ラ削 り　 内 面 へ ラ ナデ 胴 部 一 口 縁 破 片 外 面 5Y R 7／6 橙 色

8 土 師 滑 高 峰 杯 部 外 画 へ ラ 削 り　 内 面 へ ラ ナ デ 坪 部 破 片

9 縄 文 土 苦善 鉢
－

Lj紬 ・ロ 辰部 円形 刺 爽 文　 口辰 都沈 椒　 外 面 隆 宵 ・穿孔 口級 破 片 縄 文 後 期

H4号住居址遺物観察表

H5号住居址

本住居址は南側コーナー付近を大きく撹乱によって破壊されている。平面形態は東西方向に長いやや隅丸

の長方形である。規模は東西3．4m、南北2．3m、確認面から床面までの深さは北壁最深部で25cmを測る。覆土

は北壁方向から黒褐色土・暗褐色土が流れ込んだ状況で堆積していることから自然堆積である可能性が伺え

る。床面は硬質で土間状を呈し、壁際に周溝が存在する。ピットは床面上で2個確認できたが主柱穴であるか

は不明である。北東コーナーには径56cm、深さ20cmの土坑が存在し、貯蔵穴と考えられた。カマドは北壁や

や東寄りに粘土・石材を利用して構築され、両袖、焚き口部の天井石が残存していた。火床付近から土師器



の襲、完形品の小

型甑が出土した。

掘方は北側が浅く、

南側が深い状況で

ローム主体の褐色

土が　4～15cmの厚

みで埋め込まれて

いた。遺物は土師

器の杯・嚢・壷・

甑が出土した。古

墳時代後期6世紀

としたい。

1．黒褐色土　（10YR2／3）　ローム粒、軽石。

2．暗褐色土　（10YRj／3）　ローム粒、軽石、炭化物。

3．暗褐色土　（10YR3／4）　いム粒、軽石、炭化物。

4．黒褐色土　（10YR2／2）　焼土、炭化物、ローム粒、軽石。

5．黒褐色士　（10YR2！3）　ローム粒、軽石、炭化物。

6．灰黄褐色土（10YR4！2）　ローム、軽石やや多い。

7．暗褐色土　（7．5YR3／3）焼土、炭化物含む。

8．暗褐色土　（10YR3／4）ロームやや多い。

9．暗褐色士　（7．5YR3／3）粘土層。

10．鈍い黄褐色（10YR5／4）　ロームデりク。

11．暗褐色土　（7．5YR3／4）粘土層。

12．褐色土　（10YR4／6）　ローム主体。

13．褐色土　（10YR4／6）ローム主体。軽石多い。

しまりあり。（根方）

H5号住居址・遺物実測図

番 号 舘　 礁 語　 形 口 径 c m 底 径 c m 器 高 c n l 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 土 師 措 坪 ［1 5 ．4 ］ 丸 底 ［5 ．3］ rl 緑 械 ナ デ　 外 面 削 り ・ミ ガ キ　 内 面 ナ チ 4 0

2 土 師 器 杯 1 5 丸 底 【ふ 4］ ロ 綾 織 ミ ガキ　 外 面 へ ラ 削 り ・ミ ガキ　 内 面 へ ラ ミガ キ 6 0

3 土 師 器 鋒 ［1 6 1 ー H 緑 級 ナ チ　 外 面 へ ラ 削 り　 内 面 黒 色 処 理 ・ミ ガキ ロ 録 破 片

4 土 師 器 甑 1 4 ．6 4．4 1 3．1 n 緑 機 ナ デ 外 面縦 へ ラ 削 り ・ク シナ デ 内面 へ ラナ デ ・ク シ ナデ 底 部単 孔 9 8

5 土 師 器 褒 ［2 2．5］ 9．1 1 9．8 ロ 綾 機 ナ チ　 外 面 縦 へ ラ削 り　 内 繭 へ ラ ナ チ 7 0

6 土 師 普 褒 ［2 6．1］ －
H 繚 傾ナ デ　 外 面 へ ラ 削 り ・ふ き こぼ れ　 内 面横 へ ラ ナ デ 胴 部 ～ 口 扱 破 片

7 土 師 舘 盃 ［1 7．3 ］ H 絃 械ナ チ　 外 面 へ ラ 削 り ・ミガ キ 状 ナ チ　 内 面へ ラ ナ デ　 絵絹 み痕 胴 部 ～ ロ 級 破 片

8 上 師 器 壊 1 7．6 ロ 縁瑚 ナ チ　 外 由 紀 へ ラ削 り　 内 面 へ ラ ナ デ 5 0

9 上 師 器 壌 6．1 外 面縦 へ ラ削 り　 内 血 へ ラナ チ　 底 部 へ ラ削 り 底 部 ～ 胴 部

H5号住居址遣物観察表
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M1号溝跡
遺構は調査区中央をおよそ南北方向に掘り込まれ、H4、Dlを切る。断面形態は逆「ハ」の字の斜面を持

ち、底面は平らである。規模は確認面上での幅1．2～0．84m、底面幅0．25～0．4m、確認面からの深さは北で

浅く、南に向かって緩やかに深さを増し、30～50cmを測る。遺物は出土しなかった。古墳時代の住居址を切
ることから、これ以降に掘り込まれた遺構と考えられる。

D1号土坑

遺構は調査区中央付近に位

置し、H4、Mlに切られる。

平面形態は残存状況から隅
丸の方形と思われる。規模

は残存規模で東西1．3m、南

北1．6m、確認面からの深は

36cmを測る。覆土は黒褐色

土と暗褐色土の混合土単層
であることから人為的な埋　A

土が行われたと思われる。

遺物は出土しなかった。時

期はH4に切られることか

ら、古墳時代後期以前の遺

構であろう。

∴∴l
715．308m

（180） 2m

1．暗褐色土（10YR3／3）

ローム、黒褐色、暗褐色の混合土。

D1号土坑実測図

調査風景（西から）

一11



細

H1号住居址全景（南西から）

配攣遍惑
H1号住居址掘方（南西から） H2号住居址全景（北西から）

H2号住居址炉跡　　　　　　H2号住居址遺物出土状況　　　　H2号住居址遣物出土状況



▲・お．　－
・　・J鵬

H2号住居址掘方（北西か

H4号住居址全景（南から）



H4号住居址南壁張り出し部遺物出土状況（1）　　　　H4号住居址南壁張り出し部遺物出土状況（2）

H4号住居址カマド掘方（南から）

H5号住居址全景（南から）



Jl一

浄

H5号住居址カマド袖粘土除去後

D1号土坑全景（南から） H4号住居址出土遺物ミガキ状文様？（H4－3）

H1号住居址出土遺物

H1－3



囁珍
H1－16

－

H2－8

Hl・2・3号住居址出土遺物

葛事P
H3－1

1葛だ

篭＝声
H3－3



H3・4・5号住居址出土遣物

、、J覿
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遺　　 跡　　 名 枇杷坂遺跡群　 上直路遺跡Ⅲ （IBK Ⅲ）

遺 跡 所 在 地 佐久市岩村田字上直路1086－1、1086－3

遺　 跡　 番　 号 41

緯　　　　　 度 139．48。34

経　　　　　 度 36．16．29

調　 査　 期　 間 2006．10．5～2006．10．20　 （現場）

2006．10．23～2007。3．24　 （整理）

調　 査　 面　 積 340m 2

調　 査　 原　 因 集合住宅建築

種　　　　　 別 集落址

主　 な　 時　 代 弥生時代後期／古墳時代後期

遺　 跡　 概　 要 弥生時代後期＋古墳時代後期一竪穴住居址5軒＋溝跡1条＋土坑1基一縄文土器

＋弥生土器＋土師器＋石器
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